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地域活性化プラットフォームの取組 

平成２６年５月２９日 
地域活性化担当大臣 

新藤義孝  



 ①政府一体となった強力な推進体制（地域活性化プラットフォーム） 

 ②ワーキングチームによるPDCAサイクル 

 ③「選択と集中」・複合によるワンパッケージ化 

 ④地域の多様性・発意を活かす規制制度改革 

 ⑤地域の資源と資金を活用した取組への支援 

 ①アベノミクスの成果を全国津々浦々まで届ける 

 ②超高齢化・人口減少社会における持続可能な都市・地域の形成 

 ③地域産業の成長・雇用の維持創出 

１ 

Vision ‐ ビジョン 

Approach ‐ アプローチ 

Mission ‐ ミッション 

 地域の力で日本の元気を取り戻す！ 



検討の方向性 

（１）新たな「国土のグランドデザイン」との連携 
 
（２）広域で地域資源を活用する取組への支援 
 
（３）地域活性化関連計画との連携等のワンストップ化 
 
（４）構造改革特区制度等との連携 
 
（５）新たな支援策の創設等 
 

  ①集約化とネットワーク化による地域の構造改革 

 
   ②地域における定住化、社会増、交流人口増に向けた支援 
 
    ③地域の主体的取組への伴走支援（地域にとって使い勝手がよい支援等）  
   
   等 
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